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一
、
は
じ
め
に

台
北
き
っ
て
の
繁
華
街
、
西
門
町
の
一
角
に
、
台
北
西
門
威
秀
影
城
と
い
う
映
画
館
が
あ
る
。
ユ
ニ
ク
ロ
や
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ー
ト
も
入

居
す
る
、
こ
の
賑
や
か
な
高
層
ビ
ル
の
建
つ
場
所
に
は
、
か
つ
て
栄
座
と
い
う
劇
場
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
統
治
期
の
こ
と
で
あ

る
。
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）、
日
清
戦
争
の
結
果
と
し
て
清
国
か
ら
割
譲
さ
れ
た
台
湾
に
、
日
本
人
は
統
治
者
と
し
て
続
々
と

乗
り
込
ん
で
い
っ
た
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
に
は
大
陸
で
清
国
が
滅
亡
し
て
中
華
民
国
が
成
立
し
た
が
、
そ
れ
を
横
目
に
台

湾
で
は
日
本
の
総
督
府
に
よ
る
統
治
が
続
き
、
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
・
落
語
・
講
談
な
ど
の
大
衆
芸
能
が
日
本
人
官
民
を
喜
ば
せ
て
い

た
。
栄
座
は
、
も
っ
ぱ
ら
歌
舞
伎
の
劇
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

ま
さ
に
そ
の
同
年
に
あ
た
る
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
一
一
月
、
栄
座
に
掲
げ
ら
れ
た
看
板
に
は
「
全
島
素
人
義
太
夫
大
会
」
と

銘
打
た
れ
て
い
た
。
舞
台
上
に
は
高
座
が
据
え
ら
れ
て
、
中
央
に
座
す
る
の
は
中
年
が
ら
み
の
男
、
隣
に
は
三
味
線
を
抱
え
た
女
師

匠
。
デ
ン
と
弾
き
出
す
太
棹
に
、
男
は
自
信
た
っ
ぷ
り
の
大
口
を
開
け
、
そ
れ
で
い
て
哀
し
げ
な
高
音
を
振
り
絞
り
な
が
ら
、
う
た

い
出
す
。
―
―
「
夢
が
浮
世
か
、
浮
世
が
夢
か
、
夢
て
ふ
里
に
住
み
な
が
ら
」
―
―
義
太
夫
節
屈
指
の
人
気
曲
『
壺
坂
霊
験
記
』
の

始
ま
り
だ
。

看
板
に
は
「
素
人
」
と
あ
る
。
ま
さ
に
彼
は
素
人
で
あ
る
。
彼
ば
か
り
で
な
く
、
二
六
日
か
ら
二
八
日
ま
で
の
三
日
間
、
の
べ

３　

日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る
浄
瑠
璃
文
化

　
　
　
　

―
―
『
台
湾
日
日
新
報
』
記
事
調
査
を
主
軸
と
し
て
―
―

�

川
下　

俊
文
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四
三
人
も
の
ア
マ
チ
ュ
ア
が
か
わ
る
が
わ
る
高
座
に
昇
っ
て
は
、
師
匠
の
太
棹
三
味
線
に
助
け
ら
れ
て
存
分
に
う
な
り
を
聴
か
せ
た

の
だ
っ
た
一

。
そ
し
て
一
部
の
演
者
に
つ
い
て
は
新
聞
紙
上
で
芸
評
も
残
さ
れ
、
拙
け
れ
ば
「
今
一
息
の
修
業
が
肝
心
」、
巧
み
な

ら
ば
「
艶
麗
大
喝
采
」
な
ど
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
二

。

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
七
ヶ
月
が
経
っ
て
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
初
め
、
再
び
栄
座
に
『
壺
坂
霊
験
記
』
の
浄
瑠
璃
が
響
き

渡
っ
た
。
今
回
の
演
者
は
素
人
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、『
壺
坂
霊
験
記
』
を
人
気
曲
に
押
し
上
げ
た
第
一
人
者
た
る
三
代
目

竹
本
大
隅
太
夫
の
来
演
で
あ
る
。
義
太
夫
節
の
本
家
本
元
と
目
さ
れ
る
大
阪
の
人
形
芝
居
で
長
き
に
わ
た
っ
て
紋
下
（
人
形
芝
居
に

お
け
る
座
長
格
の
太
夫
）
を
務
め
、
情
味
あ
ふ
れ
る
写
実
的
な
芸
風
を
押
し
立
て
た
当
代
の
名
人
が
、
ど
う
し
て
外
地
の
台
湾
に
ま

で
や
っ
て
来
た
の
か
。
―
―
大
隅
太
夫
が
四
年
ほ
ど
前
か
ら
中
風
を
病
ん
で
声
量
が
落
ち
、
明
治
天
皇
崩
御
の
諒
闇
に
よ
る
不
景
気

も
重
な
っ
て
、
つ
い
に
紋
下
を
務
め
る
近
松
座
か
ら
引
退
を
宣
告
さ
れ
て
し
ま
っ
た
三

、
そ
の
苦
境
を
し
の
ぐ
旅
稼
ぎ
で
あ
る
こ
と

は
、
台
北
の
浄
瑠
璃
好
き
の
間
で
は
そ
れ
な
り
に
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
台
北
の
日
刊
紙
『
台
湾
日
日
新
報
』（
以
下
、

『
台
日
』と
略
記
）を
見
て
も
、大
隅
太
夫
の
芸
の
衰
え
は
明
ら
か
に
聞
き
取
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
衰
え
た
り
と
い
え
ど
も
真
に
迫
っ

た
語
り
口
を
、
新
聞
記
者
は
感
動
的
に
報
じ
た
。

調
子
は
低
く
も
あ
れ
音
声
が
枯
れ
て
居
て
も
、
語
る
処
は
依
然
と
し
て
遉さ

す

が
は
大
隅
で
あ
る
。
言
葉
は
殆
ん
ど
地
で
行
き
盲
目

の
病
人
た
る
母
親
を
髣
髴
さ
せ
立
派
な
久
作
を
現
出
す
る
点
に
至
つ
て
は
無
類
と
云
ふ
べ
く
、〔
…
〕
こ
の
淋
び
しマ

マ

一
段
の
中

に
多
く
の
聴
き
処
が
あ
る
事
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
四

。

こ
こ
に
栄
座
で
語
ら
れ
た
二
つ
の
『
壺
坂
霊
験
記
』
を
挙
げ
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
、
台
湾
の
日
本
人
社
会
に
お
け
る
義
太
夫
節
浄
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瑠
璃
（
以
下
で
は
文
脈
に
応
じ
て
、
義
太
夫
節
／
義
太
夫
／
浄
瑠
璃
の
語
を
併
用
す
る
）
の
諸
相
を
よ
く
象
徴
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、台
北
の
人
々
が
内
地
（
大
阪
）
か
ら
来
た
大
隅
太
夫
の
巡
業
を
熱
烈
に
歓
迎
し
、そ
の
芸
力
を
味
わ
う
土
壌
が
あ
っ

た
の
は
、
義
太
夫
稽
古
に
熱
中
す
る
素
人
衆
と
、
彼
ら
素
人
に
稽
古
を
つ
け
る
師
匠
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
っ
た
。

こ
の
、
素
人
衆
す
な
わ
ち
ア
マ
チ
ュ
ア
と
い
う
周
縁
的
な
存
在
が
プ
ロ
の
浄
瑠
璃
演
者
の
公
演
を
支
え
る
と
い
う
構
造
は
、
内
地

の
状
況
に
全
く
等
し
い
。
た
だ
し
違
う
点
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
大
隅
太
夫
の
よ
う
な
人
形
芝
居
に
所
属
す
る
演
者
の
来
演
す

る
機
会
が
、内
地
に
比
べ
る
と
著
し
く
乏
し
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。『
台
日
』紙
上
の
浄
瑠
璃
関
係
記
事
を
網
羅
的
に
調
べ
て
み
る
と
、

台
湾
の
浄
瑠
璃
界
は
、
一
に
素
人
義
太
夫
、
二
に
女
義
太
夫
、
三
に
義
太
夫
芸
妓
の
存
在
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ

い
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
た
ま
さ
か
に
浄
瑠
璃
の
本
家
本
元
と
し
て
の
権
威
を
帯
び
た
大
阪
の
人
形
芝
居
に
属
す
る
男
性
演
者
が
来

演
す
る
と
、
彼
ら
は
熱
烈
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

台
湾
に
こ
の
よ
う
な
状
況
が
定
着
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
李
思
漢
氏
に
よ
る
網
羅
的
か
つ
要
を
得
た
先
行
研
究
が
あ
り
五

、
本
科

研
に
お
い
て
も
李
氏
に
よ
る
研
究
発
表
を
開
催
し
た
六

。
ま
た
、
植
民
地
朝
鮮
や
外
地
と
し
て
の
満
洲
に
お
け
る
素
人
義
太
夫
に
つ

い
て
も
、
韓
京
子
氏
が
研
究
に
着
手
さ
れ
て
い
る
七

。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
学
恩
に
導
か
れ
つ
つ
、
ま
ず
は
前
提
と
し
て
浄
瑠
璃
文

化
の
諸
相
を
概
説
し
た
う
え
で
、『
台
湾
日
日
新
報
』
記
事
の
調
査
八

を
主
軸
と
し
て
、
台
湾
に
お
け
る
浄
瑠
璃
文
化
の
あ
り
か
た

を
素
描
す
る
。

二
、
浄
瑠
璃
文
化
の
諸
相　

―
―
人
形
浄
瑠
璃
・
女
義
太
夫
・
義
太
夫
芸
妓
・
素
人
義
太
夫
―
―

そ
も
そ
も
義
太
夫
節
は
近
世
の
大
坂
（
大
阪
）
で
発
祥
し
た
語
り
物
音
楽
で
あ
り
、
そ
の
発
祥
の
当
初
か
ら
、
人
形
芝
居
の
伴
奏

音
楽
と
し
て
興
行
さ
れ
て
い
た
。
竹
本
義
太
夫
に
よ
り
開
か
れ
た
竹
本
座
と
、
豊
竹
若
太
夫
に
よ
り
開
か
れ
た
豊
竹
座
の
競
争
を
通
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じ
て
、義
太
夫
節
人
形
芝
居
は
芸
術
的
完
成
を
み
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
経
緯
に
よ
り
、義
太
夫
節
演
奏
の
裾
野
が
大
き
く
広
が
っ

た
の
ち
も
、
現
在
の
文
楽
に
連
な
る
大
阪
の
人
形
浄
瑠
璃
に
属
す
る
演
者
こ
そ
が
本
家
本
元
と
み
な
さ
れ
た
。
彼
ら
は
す
べ
て
男
性

で
あ
り
、「
竹
本
（
ま
た
は
豊
竹
）
〇
太
夫
」
と
い
う
形
式
の
芸
名
を
名
乗
る
。

し
か
し
浄
瑠
璃
自
体
は
音
曲
で
あ
る
か
ら
、
劇
場
空
間
を
離
れ
た
芸
能
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
は
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
る
。
人

形
な
し
で
浄
瑠
璃
だ
け
を
語
る
こ
と
を
「
素
浄
瑠
璃
」
と
い
い
、
寄
席
の
演
目
、
素
人
の
稽
古
事
、
そ
し
て
花
柳
界
の
芸
事
と
し
て

広
く
普
及
し
た
。
先
述
し
た
人
形
芝
居
の
演
者
が
男
性
に
限
ら
れ
る
の
と
異
な
り
、
寄
席
芸
人
と
し
て
の
義
太
夫
節
演
者
に
は
女
性

も
い
て
、
こ
れ
を
特
に
「
女
義
太
夫
」（
略
称
は
「
女
義
」）
と
い
う
。
特
に
近
世
・
近
代
の
用
語
と
し
て
は
、
若
い
女
性
演
者
を
含

意
す
る
「
娘
義
太
夫
」
の
方
が
一
般
的
で
あ
り
、
若
い
女
性
の
技
芸
よ
り
も
容
色
を
愛
で
る
芸
能
と
い
う
偏
見
を
受
け
た
。
明
治

二
〇
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
書
生
（
す
な
わ
ち
青
年
男
性
）
に
よ
る
女
義
太
夫
の
追
っ
か
け
が
過
熱
し
、「
ど
う
す
る
連
」
と

呼
ば
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
花
柳
界
に
属
す
る
芸
妓
で
義
太
夫
を
芸
と
す
る
者
も
い
て
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
芸
妓
を
「
義
太
夫
芸
妓
」
と
呼
称
す
る
。

彼
女
た
ち
は
女
義
太
夫
と
近
し
い
存
在
に
も
見
え
る
が
、
専
業
と
し
て
の
浄
瑠
璃
演
者
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
検
番
や
料
亭
に
所

属
す
る
芸
妓
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
女
義
太
夫
の
出
演
場
所
は
寄
席
、
義
太
夫
芸
妓
の
出
演
場
所
は
料
亭
と
い
う
区
別
が
あ
る
。

演
芸
会
や
祭
礼
余
興
な
ど
で
は
女
義
と
芸
妓
が
共
演
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
新
聞
報
道
を
見
る
と
、
芸
妓
の
名
に
は
所
属
料
亭
名
や

検
番
名
を
冠
す
る
こ
と
で
女
義
と
の
区
別
を
明
確
に
し
て
い
る
。
女
義
太
夫
は
竹
本
・
豊
竹
姓
を
名
乗
る
が
、
芸
妓
は
そ
れ
ら
の
姓

を
名
乗
る
こ
と
は
な
く
無
姓
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
料
亭
名
や
検
番
名
を
冠
称
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
人
形
芝
居
・
寄
席
を
問
わ
ず
、
プ
ロ
の
芸
人
た
ち
の
重
要
な
収
入
源
と
な
っ
た
の
が
、
彼
女
た
ち
芸
妓
や
、
一
般
人
の

素
人
を
相
手
と
す
る
稽
古
だ
っ
た
。
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近
世
よ
り
、
浄
瑠
璃
は
旦
那
芸
の
ひ
と
つ
と
し
て
盛
ん
に
稽
古
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
明
治
時
代
に
お
い
て
最
盛
期
を
迎
え
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
素
人
に
よ
る
稽
古
の
営
み
を
「
素
人
浄
瑠
璃
」
ま
た
は
「
素
人
義
太
夫
」
と
い
い
、
後
者
を
略
し
て

「
素
義
」
と
称
す
る
。
彼
ら
素
人
衆
は
、
鼻
を
高
く
し
て
技
芸
を
自
慢
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
「
天
狗
」
と
あ
だ
名
さ
れ
た
。「
ま
だ

青
き　

素
（
白
）
人
浄
瑠
璃　

玄
（
黒
）
人
が
り　

赤
い
顔
し
て　

黄
な
声
を
出
す
」
と
い
う
狂
歌
は
、
五
色
を
詠
み
込
み
つ
つ
、

彼
ら
「
天
狗
」
た
ち
の
自
慢
ぶ
り
を
諷
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
芸
名
を
持
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
竹
本
・
豊
竹
の
姓
を
名
乗
る

こ
と
は
な
く
、
強
い
て
姓
名
を
記
す
場
合
に
は
本
姓
＋
芸
名
と
い
う
か
た
ち
に
な
る
。

素
人
浄
瑠
璃
は
個
人
で
完
結
す
る
趣
味
で
は
な
く
、
稽
古
を
要
す
る
の
で
、
必
然
的
に
プ
ロ
の
芸
人
と
の
師
弟
関
係
を
結
ぶ
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
が
発
展
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
師
匠
を
推
戴
す
る
弟
子
た
ち
の
派
閥
が
形
成
さ
れ
、
組
織
化
に
至
る
。
こ
の
組
織
を

「
連
中
」
と
い
い
、た
い
て
い
は
「
〇
〇
連
」
と
い
う
団
体
名
を
称
し
て
い
た
。
素
人
を
「
天
狗
」
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
、素
人
連
は
「
天

狗
連
」
と
あ
だ
名
さ
れ
た
。

以
上
に
挙
げ
た
浄
瑠
璃
界
の
成
員
を
整
理
す
る
と
、
①
人
形
浄
瑠
璃
お
よ
び
寄
席
の
男
太
夫
（
職
業
芸
人
・
男
性
）、
②
寄
席
の

女
義
太
夫
（
職
業
芸
人
・
女
性
）、
③
花
柳
界
の
義
太
夫
芸
妓
（
職
業
で
は
あ
る
が
芸
人
で
は
な
い
・
女
性
）、
④
素
人
義
太
夫
（
ア

マ
チ
ュ
ア
・
男
女
〔
主
に
男
性
〕）、
の
四
つ
に
分
か
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
も
、
こ
れ
ら
四
つ
を
項
目
と
し
て
立
て
な

が
ら
、
特
に
台
湾
に
お
け
る
浄
瑠
璃
文
化
の
全
盛
期
と
い
い
う
る
、
明
治
・
大
正
時
代
を
中
心
に
し
て
そ
の
様
相
を
述
べ
た
い
。

三
、
人
形
浄
瑠
璃
諸
座
の
台
湾
巡
業

日
本
が
台
湾
領
有
を
開
始
し
た
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
時
点
の
人
形
浄
瑠
璃
は
、
大
阪
に
あ
る
文
楽
座
・
稲
荷
座
と
い
う
二

つ
の
劇
場
が
人
気
を
競
っ
て
い
た
。
文
楽
座
は
、
現
在
で
も
そ
の
名
を
人
形
浄
瑠
璃
の
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
近
現
代
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を
通
じ
て
存
続
し
た
代
表
的
な
劇
場
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
稲
荷
座
は
、
も
と
も
と
彦
六
座
と
名
乗
っ
て
い
た
も
の
が
改
組
し

て
成
立
し
、
そ
の
後
も
明
楽
座
・
堀
江
座
・
近
松
座
へ
と
短
期
間
の
改
組
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
大
正
初
年
ま
で
文
楽
座

に
対
抗
し
て
奮
闘
を
続
け
た
劇
場
で
あ
る
。
文
献
に
よ
っ
て
は
「
非
文
楽
系
諸
座
」
と
も
「
彦
六
系
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
本
稿
で

は
後
者
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
文
楽
座
を
率
い
る
三
代
目
竹
本
越
路
太
夫
（
明
治
三
六
年
［
一
九
〇
三
］
に
受
領
し
て
竹
本
摂
津

大
掾
と
改
名
）、
彦
六
系
を
率
い
る
三
代
目
竹
本
大
隅
太
夫
は
、
こ
れ
ま
た
対
照
的
な
芸
風
で
知
ら
れ
た
名
人
で
あ
り
、
二
人
の
競

争
が
劇
場
の
競
争
を
象
徴
す
る
か
の
ご
と
き
観
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
両
座
は
大
阪
以
外
の
地
域
へ
も
巡
業
し
た
が
、
そ
れ
は
お
お
む
ね
人
形
な
し
の
素
浄
瑠
璃
の
形
態
を
と
っ
た
。
台
湾
に

お
け
る
巡
業
実
績
は
以
下
の
通
り
で
、
昭
和
一
三
年
の
竹
本
南
部
太
夫
一
行
に
乙
女
文
楽
が
合
同
し
た
こ
と
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も

素
浄
瑠
璃
で
あ
る
九

。

竹
本
大
島
太
夫　

近
松
座　

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
六
月　

台
北
・
朝
日
座

竹
本
津
国
太
夫　

文
楽
座　

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月　

台
北
・
朝
日
座
（
→
四
月
、
基
隆
へ
巡
業
）

三
代
目
竹
本
大
隅
太
夫　

近
松
座　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月　

台
北
・
栄
座　
（
→
台
中
・
台
南
へ
巡
業
）

四
代
目
竹
本
大
隅
太
夫　

文
楽
座　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
二
月　

台
北
・
共
楽
座
（
→
嘉
義
・
屏
東
・
基
隆
へ
巡
業
）

竹
本
越
名
太
夫　

文
楽
座　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
九
月　

台
北
・
楽
々
園
（
→
新
竹
・
高
雄
へ
巡
業
）

竹
本
南
部
太
夫　

新
義
座　

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月　

台
北
・
栄
座

同　
　
　
　
　
　

同　
　
　

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
四
月　

台
北
・
栄
座
（
乙
女
文
楽
と
合
同
興
行
）
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こ
の
う
ち
、
竹
本
越
名
太
夫
は
南
部
太
夫
の
前
名
（
昭
和
五
年
［
一
九
三
〇
］
に
四
代
目
南
部
太
夫
を
襲
名
）
な
の
で
、
彼
は
三

回
に
わ
た
っ
て
渡
台
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
新
義
座
と
は
文
楽
座
員
の
一
部
が
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
脱
退
し
て
立
ち
上

げ
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
の
解
散
ま
で
短
期
間
存
在
し
た
一
座
で
あ
る
。
こ
の
新
義
座
の
幹
部
で
あ
り
、
一
座
旗
揚
げ
の
前

後
に
か
け
て
度
重
な
る
渡
台
を
敢
行
し
た
南
部
太
夫
の
存
在
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
が
、
今
回
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
後
考
を
期
し

て
割
愛
す
る
。
本
節
で
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の
三
代
目
竹
本
大
隅
太
夫
の
巡
業
を
日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る
浄
瑠
璃
文

化
の
画
期
点
と
位
置
づ
け
、
そ
の
前
史
に
あ
た
る
大
島
太
夫
の
渡
台
か
ら
筆
を
起
こ
す
。

竹
本
大
島
太
夫
は
三
代
目
大
隅
太
夫
の
弟
子
で
、大
阪
の
人
形
芝
居
の
座
員
と
し
て
初
め
て
の
台
湾
巡
業
を
行
っ
た
太
夫
で
あ
る
。

も
と
も
と
台
湾
総
督
府
に
よ
る
始
政
紀
念
会
（
六
月
一
七
日
）
の
余
興
の
た
め
に
招
聘
さ
れ
た
も
の
で
、
台
湾
総
督
官
邸
で
開
催
さ

れ
た
同
会
で
は
、
師
匠
の
得
意
と
し
た
『
勧
進
帳
』
を
掛
合
で
語
っ
た
。
弁
慶
は
も
ち
ろ
ん
大
島
太
夫
が
務
め
、
立
三
味
線
は
大
島

の
相
方
の
鶴
沢
仲
助
、
富
樫
は
竹
本
山
城
太
夫
、
そ
し
て
義
経
は
竹
本
津つ

葉ば

芽め

太
夫
、
す
な
わ
ち
若
き
日
の
豊
竹
山
城
少
掾
で
あ
っ

た
。の

ち
に
山
城
少
掾
は
、
こ
の
渡
台
が
東
京
の
素
人
義
太
夫
の
巨
魁
・
杉
山
茂
丸
（
其
日
庵
）
と
、
杉
山
の
親
友
・
後
藤
猛
太
郎
（
後

藤
象
二
郎
の
子
、
伯
爵
）
の
斡
旋
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
一
〇

。
在
野
の
政
治
活
動
家
で
あ
っ
た
杉
山
は
、
児
玉
源

太
郎
・
後
藤
新
平
と
い
っ
た
台
湾
総
督
府
首
脳
陣
と
親
交
を
結
び
、
台
湾
の
政
財
界
へ
も
隠
然
た
る
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
人
物
で
あ

る
か
ら
一
一

、
そ
の
杉
山
が
贔
屓
の
浄
瑠
璃
演
者
た
ち
の
渡
台
を
斡
旋
す
る
こ
と
は
、
大
い
に
あ
り
得
る
。
特
に
鶴
沢
仲
助
は
杉
山

の
浄
瑠
璃
稽
古
の
師
匠
を
務
め
、
杉
山
の
著
書
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
一
二

に
お
い
て
そ
の
親
交
が
た
び
た
び
描
か
れ
て
い
る
間
柄

で
あ
っ
た
。
一
方
で
大
島
太
夫
は
、
同
書
に
お
い
て
一
度
し
か
言
及
さ
れ
ず
一
三

、
仲
助
に
比
べ
れ
ば
、
さ
ほ
ど
杉
山
と
親
し
か
っ

た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
渡
台
は
、
台
湾
総
督
府
と
杉
山
、
杉
山
と
仲
助
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
親
密
な
関
係
か
ら
実
現
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し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
お
く
一
四

。

す
で
に
台
北
に
は
女
義
や
素
義
を
中
心
と
し
た
浄
瑠
璃
文
化
が
根
づ
い
て
い
た
も
の
の
、
本
場
の
太
夫
の
初
め
て
の
来
台
と
あ
っ

て
、「
久
し
く
太ふ

棹と

に
渇
し
て
居
た
処
へ
大
隅
太
夫
に
亜つ

ぐ
大
島
が
や
つ
て
来
た
と
い
ふ
評
判
は
船
が
ま
だ
基
隆
桟
橋
へ
著
か
ぬ
前

か
ら
人
々
の
口
に
伝
へ
ら
れ
て
居
た
の
で
当
夜
参
会
の
面
々
は
固
唾
を
呑
み
呼い

吸き

を
殺
し
て
聞
惚
れ
て
居
た
の
も
無
理
は
な
い〔
…
〕

其
の
幕
と
な
つ
た
時
の
如
き
は
さ
し
も
物
事
に
騒
が
ぬ
紳
士
連
も
此
時
ば
か
り
は
殆
ど
狂
喜
の
態
で
拍
手
喝
采
漸
く
止
ん
だ
か
と
思

ふ
と
後
は
ア
ー
ア
と
い
ふ
感
嘆
の
声
暫
く
は
動ど

揺よ

め
き
亘
つ
た
」
一
五

と
報
じ
ら
れ
る
大
好
評
を
収
め
た
。

こ
の
好
評
に
対
し
て
、「
此
儘
に
帰
す
を
遺
憾
と
し
て
当
地
の
吾
妻
、
魚
金
、
日
本
亭
の
三
大
料
亭
が
請
元
と
な
り
」
一
六

、
大
島

太
夫
の
朝
日
座
公
演
が
実
現
し
た
。
始
政
紀
念
会
の
翌
日
、
六
月
一
八
日
か
ら
二
二
日
ま
で
の
五
日
間
の
日
程
で
、
大
島
の
演
題
は

堀
川
（『
近
頃
河
原
達
引
』）、
壺
坂
（『
壺
坂
霊
験
記
』）、
酒
屋
（『
艶
容
女
舞
衣
』）、
桂
川
（『
桂
川
連
理
柵
』）
と
い
っ
た
、
師
匠

ゆ
ず
り
の
世
話
物
が
揃
っ
て
い
る
。
始
政
紀
念
会
で
の
手
放
し
の
好
評
と
は
異
な
り
、
一
般
向
け
の
興
行
に
は
聴
衆
に
も
聴
き
巧
者

が
い
た
と
見
え
て
、
大
島
は
艶
物
ば
か
り
出
し
て
い
る
が
む
し
ろ
時
代
物
に
挑
む
べ
き
だ
と
か
、
津
葉
芽
の
技
量
は
確
か
だ
が
咽
喉

を
痛
め
て
い
て
聞
き
苦
し
い
な
ど
と
批
評
さ
れ
て
い
る
一
七

。
し
か
し
批
評
は
手
厳
し
く
と
も
公
演
は
盛
況
を
呈
し
た
よ
う
で
、
六

月
二
三
日
に
は
台
北
倶
楽
部
で
隘
勇
線
前
進
隊
慰
問
義
捐
の
浄
瑠
璃
会
を
催
し
、
一
〇
〇
円
も
の
寄
附
集
め
に
成
功
し
た
一
八

。

大
島
太
夫
の
渡
台
は
杉
山
其
日
庵
と
台
湾
総
督
府
と
の
人
脈
に
端
を
発
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、台
湾
の
日
本
人
社
会
に
お
い
て
は
、

料
亭
が
請
元
に
な
り
、
花
柳
界
が
全
面
的
に
興
行
を
後
援
す
る
と
い
う
構
図
の
原
型
を
な
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
請
元
と
な
っ
た

料
亭
の
吾
妻
・
魚
金
・
日
本
亭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
義
太
夫
芸
妓
を
抱
え
て
い
た
し
、
特
に
日
本
亭
の
主
人
は
素
人
義
太
夫
と
し
て
も
名

を
馳
せ
た
旦
那
で
あ
っ
た
（
詳
し
く
は
後
述
す
る
）。
吾
妻
は
請
元
と
し
て
の
出
資
だ
け
で
な
く
、
朝
日
座
で
の
『
勧
進
帳
』
掛
け

合
い
に
際
し
て
、
抱
え
の
芸
妓
を
鳴
り
物
担
当
と
し
て
出
演
さ
せ
て
す
ら
い
る
一
九

。
こ
の
よ
う
に
、
内
地
か
ら
の
巡
業
の
た
め
に
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は
現
地
の
花
柳
界
に
よ
る
後
援
が
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
五
年
後
に
来
台
し
た
竹
本
津
国
太
夫
は
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
二
八
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の
三
日
間
、
同

じ
朝
日
座
で
興
行
し
て
い
る
。
初
め
て
の
来
台
と
し
て
注
目
を
集
め
た
大
島
太
夫
に
比
べ
る
と
、
津
国
太
夫
は
若
手
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
新
聞
報
道
の
扱
い
は
大
き
く
な
く
、
劇
場
も
大
入
り
と
は
い
か
な
か
っ
た
二
〇

。
し
か
し
義
太
夫
愛
好
家
の
間
で
は
「
尠

か
ら
ず
医
渇
の
思
ひ
で
歓
迎
さ
れ
」
二
一

、
熱
心
に
聴
か
れ
た
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
翌
年
の
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
に
実
現
し
た
三
代
目
竹
本
大
隅
太
夫
の
来
台
は
、
明
治
期
浄
瑠
璃
界
の
黄
金
期
を
牽

引
し
た
大
立
者
に
よ
る
初
め
て
の
外
地
巡
業
で
あ
り
、
し
か
も
大
隅
太
夫
の
急
病
に
よ
る
客
死
と
い
う
悲
劇
に
終
わ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
浄
瑠
璃
史
に
特
筆
さ
れ
る
事
件
と
な
っ
た
。

す
で
に
記
し
た
通
り
、
大
隅
が
渡
台
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
は
、
近
松
座
か
ら
同
年
四
月
に
引
退
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
苦
境
が

あ
っ
た
。
李
思
漢
氏
は
、
大
隅
の
弟
子
に
あ
た
る
大
島
太
夫
に
よ
る
台
湾
巡
業
の
成
功
が
、
外
地
巡
業
に
よ
っ
て
苦
境
を
乗
り
切
る

こ
と
を
大
隅
に
決
意
さ
せ
た
動
機
に
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
二
二

。
そ
の
一
方
で
、
大
隅
の
渡
台
を
実
現
さ
せ
る
に
あ
た
っ

て
は
、
彼
自
身
の
内
的
動
機
だ
け
で
な
く
、
大
島
太
夫
の
際
と
同
様
に
日
本
・
台
湾
両
方
の
協
力
者
を
要
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

大
隅
太
夫
は
先
述
の
杉
山
其
日
庵
に
と
っ
て
最
も
親
密
な
贔
屓
の
太
夫
で
あ
っ
た
が
、
大
隅
の
渡
台
に
杉
山
が
関
与
し
た
形
跡
は
、

意
外
に
も
、
管
見
の
限
り
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。『
台
日
』
の
記
事
を
根
拠
に
す
る
と
、
む
し
ろ
、
台
北
の
花
柳
界
に
よ
る
熱

心
な
誘
致
と
、
舞
台
を
提
供
し
た
栄
座
の
興
行
戦
略
と
が
相
ま
っ
て
実
現
し
た
鳴
り
物
入
り
の
興
行
だ
っ
た
実
態
が
見
え
て
く
る
。

台
北
花
柳
界
に
あ
っ
て
大
隅
太
夫
の
招
聘
を
主
導
し
た
の
は
、
台
北
・
新
起
街
の
温
泉
兼
料
亭
だ
っ
た
丸
中
温
泉
の
店
主
、
三
谷

新
八
で
あ
る
。『
台
日
』
で
は
「
丸
中
の
三
谷
老
人
大
奮
発
に
て
斯
道
〔
引
用
注
：
義
太
夫
界
〕
同
好
者
の
為
に
と
態
々
人
を
立
て

て
大
隅
太
夫
一
行
の
渡
台
を
交
渉
せ
し
め
」
二
三

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
丸
中
温
泉
は
日
治
初
期
の
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
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夏
に
開
業
し
、
低
廉
な
価
格
設
定
と
奇
抜
な
趣
向
で
評
判
を
呼
ん
で
二
四

、
大
隅
太
夫
来
台
の
時
点
で
も
台
北
屈
指
の
宴
会
場
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
二
五

。
店
主
の
三
谷
新
八
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
時
点
で
台
北
料
理
屋
組
合
正
取
締
を
務
め
二
六

、
台
北
花
柳

界
を
率
い
る
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
の
三
谷
が
大
隅
太
夫
招
聘
を
実
現
さ
せ
る
や
、「
各
料
理
屋
連
中
は
丸
中
の
為
に
力
を
入
れ
大
に

斡
旋
の
労
を
取
り
仲
居
芸
妓
を
し
て
札
売
り
を
為
さ
し
む
る
事
と
な
り
」
二
七

、
大
隅
一
行
の
台
北
到
着
を
「
料
理
屋
組
合
及
び
検

番
員
芸
妓
等
総
出
に
て
旗
を
押
し
立
て
」
二
八

て
迎
え
る
な
ど
、
盛
大
な
歓
迎
を
も
っ
て
老
名
人
を
遇
し
た
。

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
に
大
島
太
夫
・
津
国
太
夫
が
出
演
し
た
朝
日
座
と
異
な
り
、
今
回
の
劇
場
は
栄
座
で
あ
っ
た
。
当
時
の
朝
日

座
と
栄
座
は
、
前
者
が
座
主
・
高
松
豊
次
郎
二
九

の
辣
腕
に
よ
り
「
兎
も
角
も
金
穴
を
探
し
て
来
て
大
物
を
招
聘
す
る
」
積
極
的
な

興
行
を
展
開
し
た
の
に
比
べ
て
、後
者
は
「
平
凡
な
る
田
舎
廻
り
の
一
座
を
迎
へ
て
年
中
一
定
の
木
戸
銭
を
以
て
押
し
通
し
て
居
る
」

保
守
的
な
経
営
で
、
要
す
る
に
安
上
が
り
で
地
味
な
興
行
ぶ
り
だ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
三
〇

。
し
か
し
今
回
の
大
隅
太
夫
の
来

演
に
関
し
て
は
、
三
谷
を
筆
頭
と
す
る
台
北
花
柳
界
に
よ
る
強
力
な
後
援
を
受
け
た
た
め
に
、
栄
座
は
さ
ほ
ど
の
負
担
を
要
さ
ず
に

華
々
し
い
興
行
を
打
ち
、
地
味
な
印
象
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
し
ろ
、
大
隅
の
興
行
の
劇
場
内
装

は
「
桟
敷
廻
り
に
藤
棚
の
造
り
花
を
回
ら
し
欄
干
に
は
波
模
様
の
幕
に
金
銀
の
人
気
玉
を
水
玉
に
擬
し
て
吊
り
並
ら
べ
紅
ぼ
か
し
や

ら
水
色
ぼ
か
し
の
岐
阜
提
灯
に
ズ
ラ
リ
と
電
灯
を
入
れ
柱
は
紅
白
或
は
白
と
浅
黄
の
段
だ
ら
巻
き
〔
…
〕」
と
い
う
「
念
の
入
り
過

ぎ
た
程
濃こ

っ
て
り厚

と
し
た
舞
台
の
造
り
方
」
で
、
初
日
の
客
席
は
「
検
番
の
美
人
連
」
と
「
民
間
の
大
人
連
」、
す
な
わ
ち
芸
妓
と
旦
那

衆
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
埋
め
ら
れ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
「
請
元
が
丸
中
で
後
援
が
料
理
屋
組
合
、
思
ひ
切
つ
て
派
手
に
行
く
の
は
当

然
の
事
だ
」
と
評
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
晴
れ
舞
台
で
あ
っ
た
三
一

。

こ
の
初
日
興
行
で
は
、「
官
吏
側
の
お
歴
々
は
余
り
見
受
け
」
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
大
島
太
夫
の
来
台
が
、
杉
山

其
日
庵
か
ら
台
湾
総
督
府
と
い
う
（
裏
口
で
は
あ
る
が
）
官
界
ル
ー
ト
と
い
い
う
る
経
緯
で
実
現
し
た
の
と
対
照
的
に
、
大
隅
太
夫
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の
来
台
が
花
柳
界
お
よ
び
そ
の
顧
客
た
る
紳
士
連
と
い
う
民
間
ル
ー
ト
で
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

大
隅
の
台
北
公
演
（
七
月
一
～
七
日
）
は
、
冒
頭
に
引
用
し
た
よ
う
に
高
い
評
価
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
大
隅
一
行
は
台
中
（
九

～
一
四
日
）、
台
南
（
一
五
～
一
八
日
）
へ
巡
業
し
、
そ
の
先
々
で
大
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
は
『
台
日
』
に
逐
一
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
台
南
で
病
を
得
た
大
隅
は
、
七
月
三
一
日
に
同
地
で
客
死
す
る
と
い
う
痛
恨
事
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
大
が
か
り
な
興
行

の
成
功
は
、
台
湾
に
お
け
る
浄
瑠
璃
文
化
の
普
及
の
広
さ
と
、
そ
こ
に
花
柳
界
の
存
在
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る

事
例
と
い
え
る
の
で
あ
る
三
二

。

四
、
女
義
太
夫
と
素
人
義
太
夫

台
湾
に
お
け
る
浄
瑠
璃
文
化
の
広
が
り
を
も
た
ら
し
た
功
労
者
は
、
も
っ
ぱ
ら
女
義
太
夫
で
あ
る
。
李
思
漢
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治

二
八
年
（
一
八
九
五
）
の
台
湾
領
有
開
始
後
、
早
く
か
ら
芸
妓
や
女
義
太
夫
が
渡
台
し
、
料
理
屋
で
の
接
客
、
日
本
人
官
僚
の
社
交

場
「
淡
水
館
」
で
の
余
興
、
寄
席
・
劇
場
へ
の
出
演
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
活
動
し
て
い
た
。
そ
れ
は
明
治
二
〇
―
三
〇
年
代
の
内

地
に
お
け
る
娘
義
太
夫
ブ
ー
ム
の
余
波
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
台
湾
へ
進
出
し
た
女
義
の
多
く
が
関
西
地
方
（
京
阪
神
）

出
身
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

加
え
て
李
氏
は
『
台
日
』
の
記
事
を
調
査
し
、
こ
れ
ら
の
女
義
太
夫
を
師
匠
と
し
て
素
人
浄
瑠
璃
連
中
が
結
成
さ
れ
始
め
た
様
子

を
報
告
し
て
い
る
。
早
い
事
例
と
し
て
は
竹
本
八
重
松
門
下
の
「
都
連
」、
竹
本
大
吉
門
下
の
「
若
松
連
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た

男
性
師
匠
と
し
て
は
竹
本
東
太
夫
三
三

が
お
り
、
そ
の
門
下
を
「
東
寧
連
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
台
北
で
結
成
さ
れ
た
が
、

明
治
四
〇
年
代
に
な
る
と
台
中
・
嘉
義
・
台
南
・
打
狗
（
高
雄
）
な
ど
で
も
素
人
連
の
結
成
が
進
ん
だ
と
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。
本
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稿
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
全
島
素
人
義
太
夫
大
会
」
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
素
人
連
の
広
が
り
の
結
実
と
い
え
る
。

『
台
日
』
紙
上
で
女
義
太
夫
の
興
行
情
報
を
拾
う
と
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
七
月
に
台
北
・
北
門
街
の
一
龍
亭
で
行
わ
れ

た
「
阿
波
の
娘
浄
瑠
璃
」
の
来
演
三
四

が
最
も
早
い
。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
一
月
、
台
北
・
幸
亭
で
の
竹
本
鐘
龍
の
公
演
に

対
す
る
芸
評
三
五

は
、
同
紙
上
初
の
女
義
太
夫
評
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
六
月
か
ら
は
、
台
北
の
十
字
館
や
淡
水
館
を
主
な
舞
台
と

し
て
、
竹
本
八
重
吉
一
座
に
よ
る
月
例
興
行
が
始
ま
っ
た
。
鐘
龍
や
八
重
吉
は
、
台
北
に
定
住
し
て
興
行
お
よ
び
素
人
連
の
稽
古
に

努
め
た
、
台
湾
浄
瑠
璃
界
の
草
創
期
の
功
労
者
と
い
え
よ
う
。

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
一
〇
月
二
〇
日
よ
り
二
二
日
に
か
け
て
、『
台
日
』
に
「
台
北
の
義
太
夫
界
（
上
中
下
）」
と
題
す
る

雑
報
が
連
載
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
記
事
が
連
載
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
、
台
北
に
お
け
る
浄
瑠
璃
人
気
の
台
頭
を
反
映
し
て
い
る
わ

け
だ
が
、
そ
の
記
述
の
大
部
分
が
素
人
義
太
夫
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

同
記
事
に
て
「
台
北
四
天
王
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
素
人
義
太
夫
は
、
十
三
（
日
本
亭
亭
主
・
足
利
利
兵
衛
三
六

、
す
な
わ
ち
竹

本
大
島
太
夫
台
北
公
演
の
請
元
の
一
人
）、
相
生
（「
大
工
の
黒
田
公
」、
詳
細
不
明
）、
柳
枝
（「
台
北
座
主
笠
松
の
弟
」）、
寿
楽
（「
道

楽
屋
の
斎
藤
別
当
」、
詳
細
不
明
）
の
四
名
で
、
こ
れ
に
都
雀
（「
民
報
社
の
大
番
頭
」・
田
中
重
助
）
を
加
え
て
五
天
王
と
も
い
う
、

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
素
人
義
太
夫
会
の
活
動
を
見
る
と
、
寿
楽
の
活
動
は
さ
ほ
ど
で
な
い
が
、
十
三
・
相
生
・
柳
枝
・

都
雀
に
つ
い
て
は
長
き
に
わ
た
っ
て
精
力
的
な
出
演
を
見
出
せ
る
。
ま
た
、
同
記
事
で
報
じ
ら
れ
た
浄
瑠
璃
師
匠
に
は
、
女
性
で
は

竹
本
八
重
吉
、
竹
本
八
重
松
、
竹
本
鐘
龍
、
野
澤
常
子
な
ど
、
男
性
で
は
竹
本
時
太
夫
、
竹
本
東
太
夫
、
野
澤
庄
吉
が
い
る
。
う
ち
、

時
太
夫
は
台
北
座
、
東
太
夫
は
栄
座
に
そ
れ
ぞ
れ
所
属
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
は
歌
舞
伎
竹
本
と
の
兼
業
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
三
七

。

ま
た
、
そ
の
翌
月
の
一
一
月
三
日
の
記
事
「
黄
菊
白
菊
」
で
は
、
台
湾
の
演
芸
各
界
の
代
表
的
人
物
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
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中
で
女
義
か
ら
は
竹
本
八
重
吉
、
素
義
か
ら
は
十
三
（
足
利
利
兵
衛
）
が
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。

竹
本
八
重
吉
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
六
月
に
渡
台
し
、
そ
の
船
中
で
共
楽
会
塚
本
幹
事
の
知
遇
を
得
た
こ
と
か
ら
同
会
に

出
演
三
八

、
こ
れ
が
月
例
公
演
へ
の
足
掛
か
り
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
年
一
〇
月
の
雑
報
で
は
、
多
く
の
演
芸
が
下
流
向

け
で
あ
る
の
に
対
し
て
竹
本
八
重
吉
だ
け
が
上
流
か
ら
下
流
ま
で
す
べ
て
の
階
級
の
客
を
集
め
て
い
る
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
三
九

。

師
匠
と
し
て
は
「
鞍
馬
連
」
四
〇

を
率
い
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
ま
で
素
人
浄
瑠
璃
会
の
三
味
線
方
と
し
て
参
加
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、竹
本
鐘
龍
は
「
互
友
連
」
四
一

の
師
匠
で
、昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
一
月
の
引
退
公
演
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
。

活
動
期
間
の
長
さ
と
、
寄
席
お
よ
び
素
人
浄
瑠
璃
会
へ
の
出
演
歴
の
幅
広
さ
か
ら
い
え
ば
、
鐘
龍
こ
そ
台
湾
浄
瑠
璃
界
の
最
大
の
功

労
者
と
い
っ
て
よ
い
四
二

。

「
台
北
の
義
太
夫
界
」
よ
り
も
後
年
の
女
義
太
夫
の
中
で
主
だ
っ
た
演
者
を
挙
げ
る
と
、
竹
本
国
芳
は
義
太
夫
定
席
・
芳
野
亭
を

開
業
し
た
点
で
特
筆
さ
れ
る
。『
台
日
』
紙
上
に
お
け
る
彼
女
の
初
出
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
九
月
一
六
日
の
朝
日
座
へ
の

出
演
で
あ
る
が
四
三

、
そ
の
翌
年
に
夫
の
弁
護
士
某
が
一
万
円
余
り
を
拠
出
し
て
、
台
北
・
新
起
横
街
に
芳
野
亭
を
開
業
し
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
四
四

。
国
芳
自
身
も
こ
の
寄
席
に
女
義
太
夫
と
し
て
出
演
す
る
一
方
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
に
は
内
地

へ
渡
り
、
京
阪
神
地
域
か
ら
「
名
の
あ
る
娘
義
太
夫
の
若
手
連
数
名
」
を
選
ん
で
芳
野
亭
へ
出
演
さ
せ
て
お
り
四
五

、
演
者
と
経
営

者
の
二
足
の
草
鞋
を
履
い
た
活
躍
ぶ
り
を
見
て
取
れ
る
。

こ
の
時
に
台
北
へ
渡
り
、
芳
野
亭
に
出
演
し
た
女
義
太
夫
の
ひ
と
り
・
竹
本
勝
玉
四
六

は
、
浄
瑠
璃
師
匠
と
し
て
「
勝
玉
連
」
を

率
い
、『
台
日
』
紙
上
で
確
認
で
き
る
限
り
で
は
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て
数
多
く
の
素
人
浄
瑠
璃
会

に
出
演
し
て
い
る
四
七

。

一
方
、
彼
女
た
ち
の
弟
子
に
あ
た
る
素
人
義
太
夫
の
活
動
を
見
て
み
る
と
、
先
に
挙
げ
た
台
北
四
天
王
の
筆
頭
・
足
利
利
兵
衛
（
芸
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名
「
十
三
」）
の
存
在
は
大
き
く
、「
黄
菊
白
菊
」
で
も
「
義
太
夫
界
の
素
人
連
中
大
天
狗
中
天
狗
小
天
狗
数
あ
る
中
に
嶄
然
一
頭
地

を
抜
く
も
の
を
十
三
太
夫
と
云
ふ
」
四
八

と
評
さ
れ
る
。
そ
の
活
動
期
間
は
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
か
ら
四
九

大
正
一
五
年

（
一
九
二
六
）
ま
で
五
〇

の
長
き
に
わ
た
る
が
、
彼
は
本
業
に
お
い
て
も
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
三
谷
新
八
と
と
も
に
台
北
料

理
屋
組
合
副
取
締
に
選
出
さ
れ
て
お
り
五
一

、
日
本
亭
で
は
店
主
だ
け
で
な
く
従
業
員
た
ち
ま
で
が
似
た
よ
う
な
芸
名
を
名
乗
っ
て

義
太
夫
を
稽
古
し
て
い
た
五
二

。

ち
な
み
に
基
隆
に
も
同
名
の
料
亭
「
日
本
亭
」
が
あ
る
が
、
そ
ち
ら
の
主
人
は
同
じ
足
利
姓
の
足
利
藤
吉
で
あ
る
。
藤
吉
は
明
治

二
八
年
（
一
八
九
五
）
の
台
湾
領
有
開
始
後
ま
も
な
く
渡
台
し
た
最
古
参
の
日
本
人
の
一
人
で
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
基

隆
料
理
屋
組
合
長
在
任
の
ま
ま
五
五
歳
で
病
死
す
る
ま
で
五
三

、
長
く
基
隆
料
理
屋
組
合
の
重
役
を
務
め
た
五
四

。
彼
ら
が
同
じ
一
家

だ
と
す
れ
ば
、
足
利
家
は
台
湾
花
柳
界
の
実
力
者
一
族
と
い
い
う
る
五
五

。

こ
れ
ら
女
義
太
夫
・
素
人
義
太
夫
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
浄
瑠
璃
文
化
の
ひ
と
つ
の
達
成
点
と
し
て
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
大
正
二

年
（
一
九
一
三
）
一
一
月
の
「
全
島
素
人
義
太
夫
大
会
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
壺
坂
霊
験
記
』
を
語
っ
た
の
は
一

声
と
い
う
素
人
で
、
彼
も
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
死
去
す
る
ま
で
息
の
長
い
活
動
を
続
け
た
巨
頭
で
あ
る
五
六

。
十
三
こ
と

足
利
利
兵
衛
は
、
一
声
に
続
い
て
道
春
館
（『
玉
藻
前
曦
袂
』）
を
語
っ
た
。
師
匠
が
担
当
す
る
三
味
線
に
つ
い
て
は
演
目
ご
と
で
は

な
く
、
記
事
の
最
後
に
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
た
め
、
ど
の
師
匠
が
ど
の
弟
子
に
就
い
た
か
判
明
し
な
い
が
、
竹

本
八
重
吉
・
竹
本
鐘
龍
・
豊
竹
三
玉
と
い
う
女
義
太
夫
た
ち
が
分
担
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
女
義
太
夫
は
演
者
と
師
匠
と
い
う
二
つ
の
顔
を
持
っ
て
浄
瑠
璃
文
化
の
立
役
者
と
な
り
、
浄
瑠
璃
の
愛
好
家
は
そ

の
聴
衆
と
し
て
芸
能
を
消
費
す
る
だ
け
で
な
く
、
素
人
連
と
し
て
半
ば
演
者
側
に
立
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
内
地
で
も
同
様
で
は

あ
っ
た
が
、
台
湾
に
は
人
形
浄
瑠
璃
が
根
づ
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
両
者
の
活
動
が
大
部
分
を
占
め
た
こ
と
を
特
徴
と
す
る
の
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で
あ
る
。

五
、
台
北
花
柳
界
と
浄
瑠
璃
文
化

第
三
節
に
て
、
竹
本
大
島
太
夫
お
よ
び
大
隅
太
夫
の
巡
業
に
花
柳
界
の
後
援
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
も
と
よ

り
浄
瑠
璃
は
音
曲
芸
能
で
あ
る
以
上
、
花
柳
界
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
は
当
然
に
想
定
さ
れ
る
。
当
時
の
台
北
で
は
台
北
検
番
・
高

砂
検
番
が
芸
妓
を
管
轄
し
、
料
亭
の
同
業
者
組
合
と
し
て
は
台
北
料
理
屋
組
合
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
と
は
別
に
艋
舺
遊
廓
を
対
象
と

す
る
艋
舺
検
番
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
芸
妓
た
ち
の
一
芸
と
し
て
浄
瑠
璃
が
あ
っ
た
の
で
、
彼
女
た
ち
に
浄
瑠
璃
を
教
え
る
こ
と

は
、
素
人
連
の
指
導
と
並
ん
で
、
義
太
夫
師
匠
の
主
要
な
生
業
と
な
っ
た
。

『
台
日
』
か
ら
一
例
を
挙
げ
る
と
、
女
義
太
夫
・
竹
本
八
重
松
が
「
久
し
く
艋
舺
の
女
義
太
界
に
牛
耳
を
執
り
た
り
し
は
ね
馬
事

竹
本
八
重
松
」
五
七

と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
女
が
艋
舺
遊
廓
の
芸
妓
に
対
し
て
浄
瑠
璃
の
稽
古
を
つ
け
て
い
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。
一
方
で
彼
女
は
素
人
連
の
師
匠
と
し
て
は
「
都
連
」
を
率
い
て
お
り
、そ
の
門
下
に
は
素
人
義
太
夫
の
「
台
北
四
天
王
」

に
数
え
ら
れ
た
十
三
や
都
雀
が
い
る
五
八

。
八
重
松
は
も
と
も
と
竹
本
八
重
吉
一
座
の
二
番
手
と
し
て
出
演
し
て
い
た
の
が
『
台
日
』

紙
上
で
の
初
出
で
あ
る
が
五
九

、
そ
れ
が
台
北
に
定
住
し
て
艋
舺
芸
妓
お
よ
び
素
人
連
へ
の
稽
古
で
生
計
を
立
て
、
結
果
と
し
て
台

湾
に
お
け
る
浄
瑠
璃
文
化
の
広
が
り
に
貢
献
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
一
〇
月
に
内
地
へ
引
き
揚
げ
の

予
定
と
報
じ
ら
れ
た
六
〇

の
が
、
同
紙
上
で
確
認
さ
れ
る
八
重
松
の
活
動
の
最
後
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
師
匠
か
ら
稽
古
を
受
け
た
義
太
夫
芸
妓
は
、
先
述
の
よ
う
に
寄
席
出
演
の
女
義
太
夫
と
は
異
な
り
、
検
番
や
料
亭
所

属
の
芸
妓
と
し
て
活
動
し
た
。
例
え
ば
竹
本
大
島
太
夫
の
台
北
公
演
を
支
援
し
た
料
亭
の
ひ
と
つ
・
日
本
亭
で
は
、
小
勇
・
小
福
・

小
吉
・
小
仙
と
い
う
四
人
の
芸
妓
が
、
台
北
に
お
け
る
名
高
い
義
太
夫
芸
妓
と
し
て
ま
と
め
て
新
聞
記
事
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
六
一

。
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そ
の
他
、
素
人
義
太
夫
会
や
演
芸
会
の
記
事
で
は
、
新
喜
楽
・
竹
の
家
・
吾
妻
と
い
っ
た
料
亭
の
芸
妓
が
出
演
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
芸
妓
の
み
出
演
の
浄
瑠
璃
温
習
会
も
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
一
二
月
に
台
北
・
淡
水
館
で
開
か
れ
て
い
る
が
六
二

、

こ
れ
は
ま
れ
な
事
例
で
、
多
く
は
素
人
や
そ
の
他
の
音
曲
と
の
合
同
出
演
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
義
太
夫
芸
妓
の
存
在
と
活
動
は
台
北
の
花
柳
界
に
お
い
て
最
も
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
方

都
市
に
お
け
る
状
況
も
『
台
日
』
紙
上
に
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
台
南
で
は
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
年
六
月
一
五
―
一
七
日

に
台
南
座
で
開
催
さ
れ
た
隘
勇
線
前
進
隊
義
捐
演
芸
大
会
に
、
遊
廓
検
番
・
台
南
検
番
に
所
属
す
る
芸
妓
が
出
演
し
、
遊
廓
検
番
に

よ
る
三
浦
別
れ
（『
鎌
倉
三
代
記
』）
や
一
力
茶
屋
（『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』）
が
披
露
さ
れ
た
六
三

。
阿
緱
で
は
、「
近
来
花
柳
界
に
義

太
夫
の
流
行
日
を
逐
う
て
盛
ん
に
し
て
魚
虎
の
女
将
千
歳
の
門
下
生
の
み
を
以
て
す
る
も
十
有
余
名
を
数
ふ
」
六
四

と
い
う
状
況
を

背
景
に
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
一
月
一
一
・
一
二
日
に
阿
緱
座
で
芸
妓
に
よ
る
浄
瑠
璃
会
が
開
催
さ
れ
た
。
他
に
は
基
隆

六
五

や
打
狗
六
六

で
も
義
太
夫
芸
妓
の
浄
瑠
璃
会
出
演
を
確
認
で
き
る
。

義
太
夫
芸
妓
の
活
動
に
加
え
て
見
逃
せ
な
い
の
は
、
料
亭
の
主
人
の
趣
味
、
す
な
わ
ち
旦
那
芸
と
し
て
の
素
人
浄
瑠
璃
愛
好
で
あ

る
。
す
で
に
詳
し
く
記
し
た
通
り
、
そ
の
代
表
格
と
い
う
べ
き
日
本
亭
主
人
の
足
利
利
兵
衛
は
、
十
三
と
い
う
芸
名
で
「
台
北
四
天

王
」
の
筆
頭
に
数
え
ら
れ
る
大
物
だ
っ
た
し
、
同
店
の
板
場
や
帳
場
か
ら
も
主
人
に
似
た
芸
名
の
素
義
が
出
て
い
る
の
も
、
主
人
の

影
響
と
み
て
違
い
あ
る
ま
い
。
彼
ら
男
性
だ
け
で
な
く
、
女
性
と
し
て
は
松
の
江
・
幾
久
・
だ
る
ま
と
い
っ
た
料
亭
の
女
将
が
「
我

劣
ら
じ
と
鼻
高
々
」
六
七

の
素
人
連
中
と
し
て
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
な
花
柳
界
に
お
け
る
音
曲
文
化
の
広
が
り
は
、
そ
こ
に
師
匠
と
し
て
関
与
す
る
女
義
太
夫
、
客
と
し
て
集
う
男
た
ち

（
素
人
義
太
夫
）
と
と
も
に
一
種
の
演
芸
界
（『
台
日
』
が
「
台
北
の
義
太
夫
界
」
と
称
し
た
と
こ
ろ
の
、
演
芸
を
介
し
た
同
好
者
空

間
）
を
形
成
し
た
。
そ
れ
が
、
前
節
で
述
べ
た
日
本
か
ら
の
演
者
の
巡
業
に
際
し
て
も
有
力
な
後
援
者
の
群
れ
と
な
っ
て
い
た
と
い
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え
る
だ
ろ
う
。

六
、
む
す
び
に
か
え
て　

―
―
昭
和
期
の
台
湾
浄
瑠
璃
界
―
―

本
稿
で
は
『
台
日
』
記
事
調
査
を
主
軸
と
し
て
、
明
治
・
大
正
期
を
中
心
と
し
た
日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る
浄
瑠
璃
文
化
の
様

相
を
素
描
し
た
。
冒
頭
に
紹
介
し
た
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
の
全
島
素
人
義
太
夫
大
会
と
、
翌
年
の
三
代
目
竹
本
大
隅
太
夫
の
来

演
は
、
と
も
に
台
湾
に
お
け
る
浄
瑠
璃
文
化
の
最
高
潮
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
師
匠
と

演
者
の
二
足
の
草
鞋
を
履
い
た
女
義
太
夫
た
ち
や
、
浄
瑠
璃
興
行
を
物
質
的
に
も
後
援
し
た
花
柳
界
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
構
図
そ
の
も
の
は
、
お
そ
ら
く
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
の
敗
戦
に
よ
る
日
本
統
治
の
終
焉
に
至
る
ま
で
持
続
し
た

と
思
わ
れ
る
が
、一
方
で
昭
和
期
の
浄
瑠
璃
文
化
の
か
た
ち
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。そ
の
ひ
と
つ
は
活
動
写
真
の
普
及
に
よ
っ

て
寄
席
に
お
け
る
浄
瑠
璃
の
上
演
機
会
が
減
っ
た
こ
と
で
あ
り
六
八

、
も
う
ひ
と
つ
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
台
湾
で
ラ
ジ
オ

放
送
が
始
ま
っ
て
芸
能
空
間
の
外
で
も
音
曲
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
で
は
、
か
つ
て
は

巡
業
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
内
地
芸
人
（
大
阪
・
文
楽
座
の
太
夫
や
、
東
京
・
大
阪
両
地
の
女
義
太
夫
）
の
技
芸
を
生
中

継
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
予
定
の
紙
数
を
超
過
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
稿
を
改
め
て
記
述
す
る
機
会
を
待
ち
た
い
。

な
お
、
大
隅
の
名
跡
を
継
い
だ
四
代
目
竹
本
大
隅
太
夫
は
、
先
代
の
一
七
回
忌
に
あ
た
る
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
渡
台
し
、

台
北
・
楽
々
園
で
の
追
善
義
太
夫
大
会
（
二
月
四
―
七
日
）
に
参
加
し
た
の
ち
、
嘉
義
（
嘉
義
座
）・
屛
東
（
料
亭
井
筒
）・
台
北
（
共

楽
座
）・
基
隆
（
基
隆
座
）
へ
と
巡
業
し
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
台
湾
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
追
善
義
太
夫
大
会
に
は
台
北
の
素
人
義
太
夫
が
多
数
参
加
し
、
嘉
義
巡
業
は
「
嘉
義
街
内
同
好
者
」
の
主
催
に
よ
り
実
現
、
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そ
し
て
基
隆
で
は
三
代
目
大
隅
太
夫
お
よ
び
基
隆
素
人
義
太
夫
を
慰
霊
す
る
「
浄
瑠
璃
塚
」
の
除
幕
式
を
開
催
、
と
い
う
具
合
に
、

こ
の
四
代
目
の
巡
業
は
台
湾
各
地
の
素
人
義
太
夫
の
熱
意
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
詳
細
を
省
く
が
、
こ
の
よ

う
な
義
太
夫
会
へ
の
出
演
を
主
眼
と
す
る
来
台
は
、
同
年
九
月
の
越
名
太
夫
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
）。
ま
た
、
共
楽
座
で
の
義
太

夫
会
は
台
北
市
社
会
事
業
助
成
会
の
基
金
募
集
の
た
め
奉
仕
的
に
出
演
し
た
も
の
で
、
同
会
に
よ
る
主
催
、
台
北
市
社
会
課
お
よ
び

台
北
市
方
面
委
員
に
よ
る
後
援
と
な
っ
て
お
り
、
つ
ま
り
官
界
に
よ
る
公
益
事
業
の
色
合
い
が
強
い
。

こ
う
し
た
経
緯
に
は
素
人
義
太
夫
の
熱
意
が
表
れ
て
い
る
が
、三
代
目
の
渡
台
時
に
お
け
る
花
柳
界
の
強
力
な
後
援
は
見
ら
れ
ず
、

む
し
ろ
官
界
に
よ
る
明
ら
か
な
関
与
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
時
代
の
変
化
を
見
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。
屛
東
で
は
料
亭
が
会

場
と
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
当
地
の
劇
場
が
空
い
て
い
な
い
た
め
料
亭
主
人
が
「
義
侠
的
に
」
会
場
を
提
供
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、

か
つ
て
の
花
柳
界
に
よ
る
積
極
的
支
援
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
。
そ
の
後
も
竹
本
南
部
太
夫
（
越
名
太
夫
）
の
来
台
が
あ
り
、
大
阪

文
楽
の
巡
業
に
対
す
る
需
要
と
、そ
れ
を
誘
致
す
る
台
湾
の
素
人
義
太
夫
の
実
力
が
持
続
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

先
に
略
述
し
た
、
芸
能
空
間
に
お
け
る
浄
瑠
璃
の
存
在
が
退
潮
し
た
現
象
と
あ
い
ま
っ
て
、
浄
瑠
璃
興
行
と
花
柳
界
と
の
共
存
共
栄

は
す
で
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
三
代
目
大
隅
太
夫
の
来
台
は
、
確
か
に
台
湾
に
お
け
る
浄
瑠
璃
文

化
の
最
高
潮
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
に
お
い
て
確
認
で
き
た
『
台
日
』
紙
上
の
浄
瑠
璃
関
係
記
事
は
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
ま
で
に
限
ら
れ
る
。
本

稿
に
て
言
及
し
た
女
義
太
夫
・
素
人
義
太
夫
に
つ
い
て
は
、
興
行
出
演
時
に
名
前
が
報
じ
ら
れ
る
の
み
で
、
女
義
太
夫
ひ
と
り
ひ
と

り
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
台
湾
へ
来
た
の
か
、
ま
た
素
人
義
太
夫
に
至
っ
て
は
そ
の
素
性
さ
え
も
、
判
明
す
る
の
は
ご
く

ま
れ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
ま
れ
な
事
例
を
手
が
か
り
と
し
て
、
台
湾
の
浄
瑠
璃
文
化
の
様
相
を
素
描
し
た
が
、
今
後
も
さ
ら
な

る
調
査
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。
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一 「
全
島
素
人
義
太
夫
会
」、『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
一
月
二
六
日
。
以
下
、
同
紙
記
事
の
出
典
表
記
は
「
記
事
名
」（
台
日
、
和
暦
年
・
月
・

日
）
と
略
記
す
る
。

二 「
栄
座
の
義
太
夫
大
会
」（
台
日
、
明
治
四
五
・
一
一
・
二
八
）

三 

祐
田
善
雄
「
人
形
浄
る
り
芝
居
の
変
遷
」、
文
楽
協
会
［
編
］『
義
太
夫
年
表
大
正
篇
』
義
太
夫
年
表
大
正
篇
刊
行
会
、
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）、
八
―
一
〇
頁

四 

「
大
隅
の
初
日
を
聴
く
」（
台
日
、
大
正
二
・
七
・
三
）。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
新
聞
紙
上
に
大
隅
の
『
壺
坂
』
に
対
す
る
芸
評
は
見
い
だ
せ
ず
、
こ
こ
に
引
用
し
た
の
は

大
隅
が
初
日
（
七
月
一
日
）
に
勤
め
た
『
新
版
歌
祭
文
』
野
崎
村
へ
の
芸
評
で
あ
る
。

五 

李
思
漢
『
中
国
・
日
本
・
台
湾
に
お
け
る
伝
統
演
劇
の
越
境
と
受
容　

―
演
劇
史
周
縁
か
ら
み
た
諸
相
―
』（
京
都
大
学
博
士
論
文
、
甲
第
二
二
九
〇
一
号
、
令
和
三

年
［
二
〇
二
一
］）
第
四
章
「
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
」

六 

李
思
漢
「
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
義
太
夫
節
に
つ
い
て
」（
令
和
三
年
［
二
〇
二
一
］
九
月
一
七
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

七 

韓
京
子
「
植
民
地
朝
鮮
・
台
湾
・
満
洲
に
お
け
る
文
楽
（
義
太
夫
）
享
受
の
諸
相
に
関
す
る
調
査
・
研
究
」（
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
、
課
題
番
号

19K
S23083

）。
同
氏
の
論
考
と
し
て
は
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
素
人
義
太
夫
の
活
動
」（『
青
山
語
文
』
五
三
、
令
和
五
年
［
二
〇
二
三
］、
七
三
―
九
一
頁
）、「
植

民
地
朝
鮮
に
お
け
る
芸
妓
歌
舞
伎
と
幇
間
歌
舞
伎
公
演
」（『
青
山
語
文
』
五
四
、
令
和
六
年
［
二
〇
二
四
］、
一
〇
二
―
一
一
五
頁
）
が
あ
る
。

八 

本
科
研
で
は
、「
漢
珍
電
子
商
城
」（https://tbm

cxb.tbm
c.com

.tw
/

）
の
提
供
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
漢
珍
知
識
網
報
紙
篇
（
台
湾
日
日
新
報
＋
漢
文
日
日
新
報
）」

を
利
用
し
、「
義
太
夫
」「
浄
瑠
璃
」「
花
柳
界
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
り
全
文
検
索
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
原
紙
に
よ
る
悉
皆
調
査
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

お
断
り
す
る
。

九 

台
湾
で
上
演
さ
れ
た
、素
浄
瑠
璃
で
は
な
い
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
に
は
、二
つ
の
系
統
が
あ
る
。
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
上
村
（
源
之
丞
）
一
座
（
明
治
四
五
年
［
一
九
一
二
］

三
―
四
月
、
台
北
［
芳
野
亭
・
朝
日
座
］
お
よ
び
基
隆
）
と
、
女
義
太
夫
の
人
形
入
り
公
演
（
一
例
と
し
て
、
明
治
二
九
年
［
一
八
九
六
］
八
月
、
台
北
［
一
龍
亭
］）

で
あ
る
。

一
〇 

茶
谷
半
次
郎
『
山
城
少
掾
聞
書
』
和
敬
書
店
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）、
一
五
一
頁

一
一 

其
日
庵
こ
と
杉
山
茂
丸
（
元
治
元
［
一
八
六
四
］
―
昭
和
一
〇
［
一
九
三
五
］）
と
台
湾
総
督
府
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
彼
自
身
の
著
書
『
百
魔
』（
大
日
本
雄

弁
会
講
談
社
、
大
正
一
五
［
一
九
二
六
］
―
昭
和
二
［
一
九
二
七
］）・『
俗
戦
国
策
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和
四
［
一
九
二
九
］）
に
喧
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
内

容
は
虚
実
混
淆
し
て
お
り
、
近
年
で
は
坂
上
知
之
に
よ
る
文
献
批
判
が
な
さ
れ
た
（『
杉
山
茂
丸
論　
「
国
士
」
の
自
画
像
と
実
像
』、
三
省
堂
書
店
・
創
英
社
、
令
和
六
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年
［
二
〇
二
四
］）。
ま
た
、
公
文
書
・
書
簡
類
を
用
い
た
実
証
的
研
究
が
試
み
ら
れ
つ
つ
あ
る
（
馬
場
宏
恵
「
杉
山
茂
丸
の
台
湾
茶
業
へ
の
献
策
―
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万

国
博
覧
会
の
時
代
」、『
民
ヲ
親
ニ
ス　
「「
夢
野
久
作
と
杉
山
３
代
研
究
会
」
会
報
』
七
、
令
和
二
年
［
二
〇
二
〇
］、
六
二
―
七
一
頁
な
ど
）。

一
二 

杉
山
其
日
庵
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
黒
白
発
行
所
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）。
内
山
美
紀
子
・
桜
井
弘
［
編
］『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
（
上
下
）』
岩
波
書
店
、
岩

波
文
庫
、
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）。

一
三 

同
書
「
五
五　

桜
鍔
恨
鮫
鞘　

お
妻
八
郎
兵
衛　

鰻
谷
の
段
」、
岩
波
文
庫
（
下
）
五
二
頁

一
四 

こ
の
渡
台
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
津
葉
芽
太
夫
（
山
城
少
掾
）
も
、
杉
山
か
ら
一
貫
し
て
恩
顧
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
、
前
掲
『
山
城
少
掾
聞
書
』
に
詳
し
い
。

一
五 「

夜
会
の
余
興
」（
台
日
、
明
治
四
〇
・
六
・
一
九
）

一
六 「

朝
日
座
の
浄
瑠
璃
」（
台
日
、
明
治
四
〇
・
六
・
一
九
）

一
七 「

大
島
一
座
を
聞
く
」
お
よ
び
「
十
把
一
束
」（
台
日
、
明
治
四
〇
・
六
・
二
二
）。「
十
把
一
束
」
は
投
書
欄
。

一
八 

「
台
北
倶
楽
部
の
義
金
浄
瑠
璃
」（
台
日
、
明
治
四
〇
・
六
・
二
二
）、「
義
捐
義
太
夫
会
決
算
」（
台
日
、
明
治
四
〇
・
八
・
九
）。
隘
勇
線
は
、
日
本
統
治
に
服
さ
な
い
台

湾
原
住
民
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
画
定
さ
れ
た
境
界
線
を
さ
す
。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
に
お
け
る
芸
能
興
行
の
収
益
は
、
時
と
し
て
台
湾
総
督
府
の
理
蕃
政
策
（
台
湾

原
住
民
に
対
す
る
同
化
政
策
）
に
利
用
さ
れ
た
。

一
九 

前
掲
「
大
島
一
座
を
聞
く
」

二
〇 「

朝
日
座
の
浄
瑠
璃
」（
台
日
、
明
治
四
五
・
三
・
二
九
）

二
一 「

津
国
太
夫
を
聴
く
」（
台
日
、
明
治
四
五
・
三
・
三
一
）

二
二 

李
、
前
掲
博
士
論
文
、
二
七
頁

二
三 「

大
隅
太
夫
の
渡
台　

▲
一
日
か
ら
栄
座
で
開
演
」（
台
日
、
大
正
二
・
六
・
一
九
）

二
四 

小
川
定
明
「
台
湾
島
観
風
（
六
）」（『
東
京
朝
日
新
聞
』、
明
治
三
〇
・
一
〇
・
九
）
に
「
近
頃
新
起
街
に
開
店
し
た
る
丸
中
の
温
泉
に
往
く
も
の
多
く
朝
よ
り
夜
中
ま

で
押
掛
け
押
掛
け
非
常
の
繁
昌
な
り
〔
…
〕
席
料
等
も
台
湾
に
し
て
は
至
極
廉
に
て
〔
…
〕
此
家
よ
り
外
に
三
四
円
に
て
終
日
遊
び
暮
す
こ
と
を
得
る
場
所
は
絶
え
て

な
し
」
と
あ
る
。

二
五 「

東
西
南
北　

▲
台
北
の
料
理
店
」（
台
日
、
大
正
二
・
六
・
二
〇
）
に
「
宴
会
を
専
門
に
す
る
家
は
梅
屋
敷
を
第
一
と
し
て
丸
中
、
魚
金
、
江
戸
長
」
と
挙
げ
ら
れ
る
。

二
六 

前
掲
「
東
西
南
北　

▲
台
北
の
料
理
店
」

二
七 「

大
隅
一
行
の
乗
船
」（
台
日
、
大
正
二
・
六
・
二
六
）

二
八 「

大
隅
の
一
行
来
る　

▲
時
な
ら
ぬ
駅
頭
の
花
」（
台
日
、
大
正
二
・
六
・
二
九
）

二
九 

高
松
豊
次
郎
（
明
治
五
［
一
八
七
二
］
―
昭
和
二
七
［
一
九
五
二
］、
名
は
「
豊
治
郎
」
と
も
）
は
労
働
演
芸
家
か
ら
興
行
師
・
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
へ
転
じ
た
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人
物
で
、
伊
藤
博
文
の
肝
煎
り
で
渡
台
し
、
朝
日
座
に
留
ま
ら
ず
、
台
湾
各
地
の
劇
場
経
営
や
活
動
写
真
興
行
を
担
っ
た
。

三
〇 「

東
西
南
北　

▲
劇
場
と
寄
席
（
下
）」（
台
日
、
大
正
二
・
六
・
一
六
）

三
一 「

栄
座
の
大
隅
」（
台
日
、
大
正
二
・
七
・
三
）

三
二 

昭
和
四
年
［
一
九
二
九
］
に
行
わ
れ
た
四
代
目
大
隅
太
夫
の
渡
台
に
つ
い
て
は
、
こ
の
三
代
目
大
隅
の
巡
業
と
は
様
相
を
異
に
す
る
た
め
、
第
六
節
に
譲
る
。

三
三 

な
お
、
前
掲
『
義
太
夫
年
表
大
正
篇
』
に
は
明
治
四
〇
年
［
一
九
〇
七
］
に
大
阪
・
堀
江
座
へ
入
座
し
た
同
名
の
竹
本
東
太
夫
の
活
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
台

北
の
東
太
夫
と
同
一
と
は
判
定
し
が
た
い
。

三
四 「

女
義
太
夫
」（
台
日
、
明
治
二
九
・
七
・
一
六
）

三
五 

「
鍾

（
マ
マ
）龍

の
娘
義
太
夫
評
」（
台
日
、
明
治
三
一
・
一
・
一
六
）。「
鍾
龍
面
は
二
の
町
殊
に
鶯
鳴
か
せ
た
時
代
を
通
り
越
し
た
様
な
れ
ば
娘
義
太
の
主
眼
目
的
と
し
て
は

鍾
龍
落
第
す
る
こ
と
な
ら
ん
か
其
芸
に
か
け
て
は
兎
に
角
ゑ
ら
者
な
り
」
と
、
当
時
の
女
義
太
夫
に
対
す
る
容
貌
第
一
と
い
う
偏
見
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
技
芸
に
対

し
て
は
肯
定
的
評
価
を
与
え
て
い
る
。

三
六 

た
だ
し
記
事
中
で
は
「
足
利
藤
兵
衛
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。

三
七 

歌
舞
伎
竹
本
は
そ
の
名
の
通
り
、
歌
舞
伎
の
伴
奏
と
し
て
の
義
太
夫
節
を
担
当
す
る
演
者
を
さ
し
、
人
形
芝
居
の
演
者
と
は
区
別
さ
れ
る
が
、
性
別
と
し
て
は
同
じ

く
男
性
に
限
ら
れ
た
。

三
八 「

共
楽
会
」（
台
日
、
明
治
三
一
・
六
・
七
）。「
塚
本
幹
事
」
に
つ
い
て
は
未
調
査
。

三
九 

雀
の
丞
「
台
北
の
諸
興
業
物
（
つ
ゞ
き
）」（
台
日
、
明
治
三
一
・
一
〇
・
二
一
）

四
〇 

初
出
は
「
追
善
浄
瑠
璃
会
」（
台
日
、
明
治
三
七
・
八
・
二
〇
）。
明
治
四
五
年
［
一
九
一
二
］
ま
で
の
紙
上
に
所
見
。

四
一 

た
だ
し
所
見
は
「
互
友
連
浄
瑠
璃
会
」（
台
日
、
明
治
四
一
・
一
・
一
二
）
の
一
例
の
み
で
、
む
し
ろ
他
の
素
人
連
へ
の
共
演
が
鐘
龍
の
主
要
な
活
動
だ
っ
た
と
見
ら

れ
る
。

四
二 

「
竹
本
鐘
龍
師
引
退
の
慰
安
義
太
夫
会
」（
台
日
、
昭
和
八
・
一
一
・
一
）
で
は
「
竹
本
鐘
龍
師
は
渡
台
以
来
三
十
余
年
間
義
太
夫
界
に
尽
し
今
回
引
退
す
る
こ
と
と
な

つ
た
」
と
、
彼
女
の
多
年
に
わ
た
る
貢
献
が
報
じ
ら
れ
た
。

四
三 

「
演
芸
雑
爼
」（
台
日
、
明
治
四
二
・
九
・
一
八
）。
た
だ
し
「
国
芳
は
以
前
と
は
違
ひ
場
数
を
こ
な
し
た
丈
け
あ
つ
て
若
い
に
似
合
は
ず
喉
も
出
来
調
子
も
好
く
語
口

に
余
裕
が
出
た
丈
け
修
業
が
積
ん
だ
証
拠
此
分
で
行
け
ば
将
来
有
望
」
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
管
見
に
か
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
台
北
で
の
活
動
は
こ
れ
以

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

四
四 「

芳
野
座
建
築
由
来
記
」（
台
日
、
明
治
四
三
・
五
・
一
）

四
五 

「
娘
義
太
夫
」（
台
日
、
明
治
四
五
・
三
・
六
）。
な
お
、
同
月
一
八
日
の
記
事
「
芳
野
亭
」
で
は
、
国
芳
自
身
お
よ
び
新
加
入
の
竹
本
団
加
津
が
人
気
を
集
め
た
こ
と
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が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

四
六 「

芳
野
亭
の
娘
義
太
夫
」（
台
日
、
明
治
四
五
・
四
・
一
三
）
に
報
じ
ら
れ
た
、
国
芳
の
招
き
に
よ
り
渡
台
し
た
「
阪
神
娘
義
太
夫
」
一
座
へ
の
出
演
が
初
出
。

四
七 「

今
日
の
催
し　

△
素
人
浄
瑠
璃
会
」（
台
日
、
昭
和
一
二
・
三
・
六
）。
引
退
記
事
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
後
も
活
動
を
続
け
た
可
能
性
は
あ
る
。

四
八 「

黄
菊
白
菊
」（
台
日
、
明
治
三
六
・
一
一
・
三
）

四
九 「

吉
川
亭
浄
瑠
璃
」（
台
日
、
明
治
三
三
・
一
一
・
九
）。
十
三
は
本
蔵
下
屋
敷
（『
増
補
忠
臣
蔵
』）
を
語
る
。

五
〇 「

義
太
夫
大
会
／
二
十
日
基
隆
で
」（
台
日
、
大
正
一
五
・
五
・
一
九
）。
十
三
は
志
度
寺
（『
花
上
野
誉
石
碑
』）
を
語
っ
た
ほ
か
、
本
蔵
下
屋
敷
の
掛
合
に
出
演
。

五
一 

前
掲
「
台
北
料
理
屋
組
合
役
員
改
選
」（
台
日
、
明
治
三
九
・
二
・
二
一
）。
な
お
、
三
谷
新
八
の
正
取
締
選
出
の
際
に
は
、
足
利
利
兵
衛
は
正
副
と
も
選
に
漏
れ
て
い

る
。

五
二 

「
台
北
の
義
太
夫
界
（
中
）」（
台
日
、
明
治
三
六
・
一
〇
・
二
一
）
に
「
十
四
太
夫
は
日
本
亭
の
帳
場
で
先
づ
御
主
人
十
三
太
夫
の
お
弟
子
分
な
が
ら
曲
節
な
し
で
文

句
を
喰
ふ
の
が
好
き
十
一
は
同
亭
の
板
場
」
と
あ
る
。

五
三 

「
基
隆
日
本
亭
主
人
永
眠
」（
台
日
、
大
正
一
五
・
三
・
二
七
）。
な
お
、
藤
吉
死
後
の
組
合
長
の
後
任
に
は
、
藤
吉
の
妻
と
思
わ
れ
る
日
本
亭
女
将
の
足
利
ハ
ツ
が
選

出
さ
れ
て
お
り
、
基
隆
花
柳
界
に
お
け
る
足
利
家
の
存
在
感
の
大
き
さ
を
知
る
に
足
る
。「
基
隆
巷
塵
／
料
理
屋
組
合
臨
時
総
会
」（
台
日
、
大
正
一
五
・
四
・
二
二
）。

五
四 

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
時
点
で
組
合
副
取
締
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
時
点
で
組
合
長
と
し
て
所
見
。「
珍
妙
懇
親
会
」（
台
日
、
明
治
四
四
・

一
二
・
一
四
）、「
料
理
屋
組
合
の
総
見
」（
台
日
、
大
正
一
四
・
二
・
一
一
）。

五
五 

ち
な
み
に
台
北
料
理
屋
組
合
所
属
料
亭
「
ま
ね
き
」
の
主
人
も
同
姓
の
足
利
庄
兵
衛
で
あ
る
。「
料
理
屋
組
合
の
新
役
員
選
挙
」（
台
日
、
大
正
一
一
・
九
・
二
五
）。

五
六 

昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
一
一
月
一
八
・
一
九
日
に
「
丹
羽
一
声
氏
追
善
義
太
夫
会
」
が
台
北
・
理
容
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。「
追
善
義
太
夫
会
」（
台
日
、
昭
和

一
一
・
一
一
・
一
八
）。

五
七 「

艋
舺
の
義
太
夫
温
習
会
」（
台
日
、
明
治
三
五
・
六
・
八
）

五
八 「

台
北
の
義
太
夫
界
（
上
）」（
台
日
、
明
治
三
六
・
一
〇
・
二
〇
）

五
九 「

共
楽
会
」（
台
日
、
明
治
三
一
・
六
・
四
）

六
〇 「

送
別
義
太
夫
会
」（
台
日
、
明
治
三
七
・
一
〇
・
八
）

六
一 「

台
北
の
義
太
夫
界
（
下
）」（
台
日
、
明
治
三
六
・
一
〇
・
二
二
）

六
二 

「
淡
水
館
浄
瑠
璃
会
一
口
評
」（
台
日
、
明
治
三
三
・
一
二
・
一
二
）
お
よ
び
「
浄
瑠
璃
温
習
会
一
口
評
」（
一
二
・
一
三
）。
な
お
、
前
者
記
事
中
の
「
オ
チ
ヨ
ボ
な
ら

ぬ
口
か
ら
嫋な

よ

々な
よ

迸ほ
と
ば
しる

声
之
れ
が
常
磐
津
な
ら
猶
よ
か
ら
う
と
思
は
る
併
し
芸げ

い

妓し
ゃ

の
浄
瑠
璃
と
し
て
は
別
段
批
難
も
致し

難が
た

か
ら
む
か
」
と
い
う
一
文
は
、
義
太
夫
芸
妓
の

芸
風
を
知
る
た
め
の
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
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六
三 「

台
南
の
義
捐
演
芸
大
会
」（
台
日
、明
治
四
〇
・
六
・
一
九
）。
こ
れ
ら
は
歌
舞
伎
芝
居
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、そ
の
竹
本
ま
で
芸
妓
た
ち
が
自
ら
担
当
し
た
と
す
れ
ば
、

義
太
夫
芸
妓
の
活
動
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
四 「

阿
緱
雑
信
（
十
二
日
）」（
台
日
、
明
治
四
四
・
一
一
・
一
七
）

六
五 「

浄
瑠
璃
大
会
」（
台
日
、
大
正
二
・
三
・
三
一
）、「
義
太
夫
大
会
／
二
十
日
基
隆
で
」（
大
正
一
五
・
五
・
一
九
）

六
六 「

地
方
近
事
／
打
狗
／
浄
瑠
璃
大
会
」（
台
日
、
大
正
七
・
八
・
八
）

六
七 

前
掲
「
台
北
の
義
太
夫
界
（
下
）」（
台
日
、
明
治
三
六
・
一
〇
・
二
二
）

六
八 

ち
な
み
に
「
愛
国
婦
人
会
活
動
写
真
」（
台
日
、
明
治
四
二
・
九
・
一
八
）
で
は
、、
愛
国
婦
人
会
主
催
の
活
動
写
真
上
映
（
台
北
演
芸
場
）
に
お
い
て
、
旧
劇
も
の
の

映
写
の
前
後
に
義
太
夫
を
挿
入
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
活
動
写
真
登
場
初
期
に
は
互
い
に
寄
席
芸
能
と
し
て
の
共
存
が
見
ら
れ
た
事
例
も
あ
っ

て
興
味
深
い
。

六
九 「

屏
東
か
ら
」（
台
日
、
昭
和
四
・
二
・
一
〇
）
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